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役割分担

ハード担当

木村 - 外装設計等（リーダー）

市川 - 電源設計等

ソフト担当

水野 - ディスプレイ周り等

寺部 - タッチパネル周り等



背景

デュアルディスプレイ



背景

デュアルディスプレイは非常に快適



背景

外でもデュアルディスプレイ環境で作業したい



タブレットPC

→画面が大きい

→サブディスプレイとして使いたい

背景



スプラッシュトップというものがある

無線LANで映像をPCからタブレットへ送るアプリ

背景



HDMI入力のあるタブレットがあれば他にもこんな
使い方がある

背景

デジカメの画面拡張 miniPCのメインモニター



HDMI入力のあるタブレットがあれば他にもこんな
使い方がある

背景

デジカメの画面拡張 miniPCのメインモニター



背景

そんなものはまだ販売されていない

作ればいいじゃない！！



目的

+
タブレットのサブモニター化



● 遅延測定
● 遅延評価
● 広報活動
● 手法の提案

昨年度の活動



遅延測定

Splashtop
(家庭用：下り60Mbps) 0.2s

直結(HDMI接続) 0.02s



遅延評価

自作タイピングソフトを用いて遅延評価を行った

0-0.35sの間のランダムな遅延を与えて

被験者が快適さを5段階評価

(5:とても快適～1:非常に不快)



遅延評価

快適さの許容値

 3.5と設定

遅延の限界

 0.125sが限界



遅延評価

遅延時間0.125sで許容限を超える！

Splashtop
(家庭用：下り60Mbps) 0.2s

直結(HDMI接続) 0.02s



広報活動



広報活動

電気通信大学エンジニアリングデザイン チーム　様
 
はじめまして。
YouTubeで動画を拝見してメールいたしました。
 
単刀直入に申しますとタブレットへのHDMI入力装置を売ってもらえませんか？
PS4をタブレットに出力したいと思っておりました。
 
よろしくご検討ください。

(2014年3月2日 0:57受信)



実現手法の提案

手法A 手法B



手法A

直接タブレットの映像端子に

接続して使用する。

映像入力
端子



手法B
USB端子

中間機器

専用アプリ



今年度の活動

手法の検討・選択

試作機の製作



実現方法の検討・決定

手法A

直接タブレットの映像端子に

接続して使用する。

映像入力
端子



映像規格の選定



今回製作する試作機

● HDMI入力がある
● Androidが動く
● タッチ入力が出来る
● バッテリー駆動する



内部構成

タッチディスプレイ

CPUボード
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今年度の活動内容　～ハード編～

● 消費電力測定
○ 連続使用可能時間測定

● 電源設計
● CPU温度の計測
● 外装設計



消費電力測定

アイドリング 高負荷

消費電力 2.5W 6.0W

連続稼働時間 18時間 7時間20分



電源設計

動作電圧
6V-27V

モバイルバッテリー
出力5V

昇圧回路が必要
5V→12V



CPU温度測定



外装設計

天板は1mm厚のアルミ板を使用

寸法[mm](概算)：195x277x28
重量[g](概算)：1300



今回の活動内容　～ソフト編～

● OS起動試験

● 解像度の変更

● タッチパネルの認識



OS起動試験

Windows CE Linux



OS起動試験

Android



解像度の変更

映像が正しく出力されなかった

→公開されている方法では解決しなかった

バイナリを直接書き換えて

解像度の変更に成功した



タッチパネルの認識

USBをそのまま繋いでもタッチが認識されない

→Linuxのカーネルを再構築して解決



試作機の性能

● 外部からのHDMI入力
● 1024x800マルチタッチディスプレイ（10.1″)
● TegraT30　1.44GHz　QuadCore
● 12,000mAhバッテリー



各部品の性能テスト

想定した機能のほとんどを持つ試作機が完成

後はAndroidの導入のみ

今年度の活動のまとめ



今後の展望

2013 2014 2015

昨年度
● 市場調査
● 遅延評価
● 実現手法の提案



今後の展望

2013 2014 2015

今年度
● 試作機の製作
● 個別テスト



来年度
● 試作機の完成
● 運用テスト

今後の展望

2013 2014 2015



糸冬
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著作 pre14



原価について 現状

PCボード 25000円

タッチスクリーン 32000円

HDMIセレクター 1600円

バッテリー 3300円

計 6-7万円



原価について 将来

PCボード 25000円 6000円

タッチスクリーン 32000円 12000円

セレクター 16000円 500円

バッテリー 3300円

計 6-7万円 2-3万円


